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アフリカからの便り その2

前回は中部アフリカで未来を拓く若者の話でしたが、今回はケ

ニアのマラソンナーの育成に熱き情熱を注ぎ、昨年末に東アフリ

カの地に眠った知人:小林俊一さん(享年 79 歳)*を悼み、ここに紹

介したいと思います。

私たち日本に住む人にとって遠い存在のケニア。『ライオンキ

ング』にイメージされるサバナの草原と野生動物の国として知ら

れているほか、世界的なマラソンランナーを数多く輩出する国と

して知られています。2021 年の世界マラソン選手ランキングベス
ト 100を見ると、実に半数以上の 52名がケニア人選手です。特に
トップ 10 の内 7 名がケニア人選手で、「オリンピックでメダルを
取るよりケニア代表になる方が難しい」と

言われているほどです。

年齢が私より丁度ひと回り上の小林さん

との付き合いは、今から 40年以上前にケニ
アで共にスワヒリ語を学んでいた時に始ま

ります。自身も高校時代に陸上競技ランナ

ーであった小林さんは、ケニアで才能あふ

れる選手を見出して日本の大学･実業団の陸

上競技部に紹介する事業を最初に手がけた

人なのです。

小林さんが育てた著名選手には、ソウル

オリンピック(1988 年)で銀メダルに輝き、
昨年の春に旭日双光章を叙勲されたダグラ

ス=ワキウリ D. Wakiihuri さん、アトラン
タオリンピック(1996 年)で銅メダル、シド
ニーオリンピック(2000 年)で銀メダルのエ
リック=ワイナイナ E. Wainainaさん、北京
オリンピック(2008 年)で金メダルの故サム
エル=ワンジル S.K.Wanjiru さんなどがいま
す。

当時、30 歳を過ぎた小林さんは大学卒業
後 7年間勤めた酒造会社を退職し、カメラ 1
台でケニアに渡り、野山を走り回る若い人 小林さんの訃報を伝えるケニアの日刊紙"Nation"2021年12月24日

々を見ては目を細め、いつもビール片手に

爽やかな弁舌でケニアと日本の友好の夢を語る情熱的な人でした。小林さんはケニア選手を追っかけ、

1977 年に開催された東アフリカ陸上選手権大会に同行し、その時撮した 1 枚の写真が決勝判定を覆し
て一躍有名になったエピソードは今でも鮮明に覚えています。

*小林 俊一[1946-2021]さん;神奈川県三浦市生まれ。神奈川県立横須賀高校から早稲田大学へ。サントリー株式会社(当時)
で営業職を経て、ケニアに居を移しスポーツプロデューサーとして活躍。パートナーのいくみさんは群馬県出身。一人

息子の小林 走(そう)さんは、元プロテニス選手･テニス指導者;杉山 愛さんと結婚。今は二児のパパママとか。



ただ、5000 万人の人口に 60 を超える部
族*(ここでは同じ言語を話すグループの意
で用いている)がいるとされるケニアで、す

べての部族が長距離ランナーに向いている

わけではありません。むしろ少数派であり、

ランナーとして素質がある部族はわずか 3
部族に過ぎないのです。それが首都ナイロ

ビの北部･西部のリフトヴァレー地域に住む

カレンジン Kalenjin(カレンジン諸語を話す
人)で、しかもその一部の部族に限られてい

ます。小林さんは、この地にある中学校や

高校を幾度となく訪れ、選手の｢発掘｣｢派遣｣

を行ったのです。

日本ではケニアと言えば、なぜか槍を持

った少数派のマサイ族が有名ですが、ケニ ケニアの主要部族の分布(国連資料より)

ア国民の内、カレンジンもわずか 13％程度。
彼らの多くは、名前が｢チェ○○｣｢キプ○○｣で始まる人が多いのも特徴です。

赤道直下に位置しているケニアですが、実はアフリカ大陸は台地状の大陸で熱帯雨林の低地ジャン

グルは少なく、首都ナイロビやカレンジンの居住する地域は標高 2000 メートル を超える高原です。

日本で言えば標高 1000メートルの軽井沢より高くで、富士山五合目と同じぐらいなのです。リフトヴ
ァレーについては「地理」や「地学」の授業で習った人も多いでしょうが、アフリカ大陸を分断する

大陸の割れ目で、ナイロビから車で１時間も行くと 1000メートルを超える切り立った断層の縁に到着
します。その先にある低地がサバナの草原で、いくつも点在する火山、自然公園として残された土地

を見ることができます。しかし、過ごしやすい高原地帯 Highland は 19 世紀の植民地時代にイギリス
人達のプランテーションとなり、主要民族であるキクユを始め、カレンジンなど農耕を主な生業とす

る現地の人々は水の得にくい隅っこの不便な土地に追いやられたのです。彼らはそこで長い通学路の

山野を駆け巡って走る技術を磨いたのかも知れません。身体的には膝から下のふくらはぎが細く長く、

かかとをつけずに長距離を走る技術を手に入れたのでしょう。

まだまだ現在のような科学的トレーニングが実証される以前から、小林さんはこうした素質を持っ

たまじめな若者を見抜く鑑識眼を持ち合わせていたと言えるでしょう。昨夏には、東京オリンピック･

パラリンピック開催の直前に一時帰国されていましたが、コロナ禍でお目にかかれず、その時のメー

ルが最後の通信になってしまいました。12 月になって体調を崩し、12 月 18 日に帰らぬ人となりまし
た。年末には D.ワキウリさんのアレンジによってリフトヴァレーの一角にあるナイロビの森とナイロ
ビ市内から 2 時間離れた知り合いのゴルフ場の 2 箇所に、樹木葬の形で埋葬されたと、パートナーの
いくみさんから連絡をいただきました。ご冥福をお祈りします。ずっと彼の地でも走り続けてくださ

い。

*部族という言葉の使用については様々な見解があるが、ここでは同じ言語を話す小グループの意で用いている。


